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■ お問い合わせ先

和歌山大学観光学会事務局

〒640-8510　和歌山市栄谷 930  和歌山大学観光学部観光教育研究センター内
TEL ／ FAX　073-457-8553　　E-mail　tourism-er@center.wakayama-u.ac.jp
URL　http://www.wakayama-u.ac.jp/tourism/tourism_studies.html

2016 年

3 月 24 日（木）
        9 時 10 分～ 17 時 30 分

和歌山大学観光学部棟 T-101 教室
（和歌山市栄谷 930番地）

2016 年

3 月 24 日（木）
        9 時 10 分～ 17 時 30 分

和歌山大学観光学部棟 T-101 教室
（和歌山市栄谷 930番地）

主催：和歌山大学観光学会

共催：和歌山大学観光学部

和歌山大学観光学会第５回大会は、 本学大学院観光学研究科生による修士論文／博士論文報告および

2015 年度観光学部卒業論文賞受賞者による発表を行います。

事前の参加申込は不要です。

会員のほか、 一般の方の参加も歓迎いたします。 多くの皆様のご来聴をお待ちしております。

■ プログラム（詳細は裏面をご覧ください。）

　　1. 2015 年度 和歌山大学大学院観光学研究科博士前期課程 修士論文報告（Ｍ２成果発表）

　　2. 2015 年度 和歌山大学観光学部卒業論文賞受賞者による口頭発表

　　3. 2015 年度 和歌山大学大学院観光学研究科博士後期課程報告検討会（Ｄ１）

　　4. 2015 年度 和歌山大学大学院観光学研究科博士後期課程報告検討会（Ｄ２）



和歌山大学観光学会 第５回大会　プログラム
2016 年３月 24 日（木）9 時 10 分～ 17 時 30 分

◆開会 

 
9:10 開会の辞 

 

 
◆2015 年度 大学院観光学研究科博士前期課程 修士論文発表 （M2 成果発表）（各 発表 12 分、質疑応答 3 分） 

 
9:20 高野山における宿坊の変容と観光 明山 文代 

 
9:35 遺跡のマネジメントについての一考察－奈良平城京跡、西安大明宮跡を事例に－ 王 雅丹 

 
9:50 全天映像システムの臨場感に関する検討：外国語学習・異文化理解への応用 大井田 かおり 

 
10:05 産業観光が地域振興に果たす役割－酒蔵ツーリズムを事例としたネットワーク構築の観点から－ 朱 柏松 

 
10:20 戦後登山の大衆化における山小屋の役割についての考察 曽我部 容子 

 
10:35 

鄭州市城隍廟の歴史と文化を活かしたまちづくりに関する研究 

－台北霞海城隍廟・富田林寺内町との比較を通じて－ 
陳 麗 

 
10:50 

域学連携型農村ワーキングホリデーによる地域コミュニティの変容 

－ソーシャル・キャピタルの経年比較分析から－ 
藤井 至 

 
11:05 吉野熊野国立公園の文化資源活用におけるコミュニティ参加の政策－本宮町の事例から－ PROGANO RICARDO NICOLAS 

 
11:20 国内観光情報のプレスリリースに関する考察 松尾 章子 

 
休憩 11：35～11：45 

 
◆2015 年度 観光学部卒業論文賞受賞者による口頭発表（各 発表 12 分、質疑応答 3 分） 

 
11:45 卒業論文賞、修士論文賞講評 審査委員会委員長 

 
11:50 

〔最優秀卒業論文賞〕 

南砺市五箇山地域を対象とした観光関連計画に関する研究 

-「生きた文化遺産」を取り巻く観光施策の変遷と可能性 -  
前田 航一 

 
12:05 

〔優秀卒業論文賞〕 

絶滅危惧種とエコツアー 

～奄美大島・アマミノクロウサギを例に～ 

太田 真里亜 

 
12:20 

〔優秀卒業論文賞〕 

エコツーリズム開発における外部アクターの動向についての考察 

-フィリピンボホール州トゥビゴン市を事例に- 
近藤 真紀   

 
昼休憩 12：35～13：45 

 
◆2015 年度 大学院観光学研究科博士後期課程  （Ｄ1 報告検討会）（各 発表 12 分、質疑応答 3 分） 

 
13:45 労働とまなざし－航空機内におけるまなざしを視点にして－ 加里本 敏恵 

 
14:00 

「観光を通じた災害復興｣研究に関する基礎的考察 

－ダーツツーリズム論の限界とレジリエンス論からの示唆－ 
間中 光 

 
14:15 インバウンド観光推進の課題：通訳案内士制度をテーマとして 櫻井 紀彦 

 
14:30 ホテル業で活躍する人材の研究 橋本 俊作  

 
14:45 2000 年代以降の至近のウェルネスツーリズム研究のサーベイについて 森田 浩司 

 
休憩 15：00～15：15 

 
◆2015 年度 大学院観光学研究科博士後期課程  （Ｄ2 報告検討会）（各 発表 12 分、質疑応答 3 分） 

 
15:15 

地方都市におけるまちづくりと交通問題に関する研究 

－地方都市の類型化と今後の発展可能性をめぐって－ 
井口 智史 

 
15:30 Tradition taiji SIMON WEARNE 

 
15:45 都市・農村交流をめぐる研究動向と課題 阪井 加寿子 

 
16:00 大阪「南船場」のブランド化 澤端 智良 

 
16:15 

ムスリムを対象としたインバウンド観光におけるわが国の課題と方向性に関する研究 

－ハラールフード・ビジネスの展開と観光学の新しい地平を求めて－ 
杉山 維彦 

 
16:30 コミュニティの変容と観光まちづくり 竹田 茉耶 

 
16:45 エコツーリズム管理運営組織を活用した持続可能な地域自然資源管理ガバナンス形成 曺 禎敏 

 
17:00 観光列車による鉄道輸送事業の未来及び地域社会の活性化－観光研究の体系化に向けて－ 中村 敏 

 
17:15 持続性のあるテーマパークについての考察－サービス・マーケティングの観点から－ 本松 豊太 

◆閉会 

 
17:30 閉会の辞 

 
 


